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●
申
請　

７
月
３
日�
か
ら
環
境

都
市
推
進
課
へ

●
必
要
書
類　

①
申
請
書　

②
契

約
書
の
写
し　

③
機
器
の
保
証
書

の
写
し（
既
使
用
品
は
対
象
外
で

す
）　

④
領
収
書
の
写
し　

⑤
機

器
の
設
置
が
わ
か
る
写
真　

⑥
住

民
票
の
写
し　

⑦
納
税
証
明
書　

※
⑥
、
⑦
に
つ
い
て
は
、
申
請
書

内
の
閲
覧
承
諾
欄
を
記
入
す
れ
ば

提
出
不
要
。

●
詳
細
に
つ
い
て
は
、
パ
ン
フ
レ

ッ
ト
を
同
課
で
配
布
す
る
ほ
か
、

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
し
て

い
ま
す
。
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南
明
治
都
市
整
備
事
務
所
を
開
設
し
ま
す

問
い
合
わ
せ
▼

環
境
都
市
推
進
課

広報あんじょう　2006.5.1 �

■
住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用

シ
ス
テ
ム
と
は
？
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●
対
象　

４
月
１
日�
〜
平
成　
２０

年
３
月　

日�
に
、
自
ら
居
住
す

３１

る
住
宅
に
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス

テ
ム
を
設
置
し
、
支
払
い
を
完
了

し
た
人

●
金
額　

シ
ス
テ
ム
総
面
積
１
㎡

あ
た
り
４
０
０
０
円
を
サ
ル
ビ
ア

商
品
券
で
支
給（
上
限
５
万
円
）

中心市街地�
交流広場�

商工会議所�
安城郵便局�

南明治都市�
整備事務所�

市役所�

文化センター�

市民会館�

至碧南� 至西尾�

至豊田�

東海道本線�至
刈
谷�

至
岡
崎�

P

JR安城駅�

＜配置図＞�

1F1F2F2F

MAP

会議室会議室�会議室�

南明治都市南明治都市�
整備事務所整備事務所�
南明治都市�
整備事務所�

　

あ
な
た
も
で
き
る
、
エ
コ
推
進

　

住
宅
用
太
陽
熱
高
度
利
用
シ
ス
テ
ム
設
置
住
宅
に
報
奨
金

問
い
合
わ
せ
▼

南
明
治
都
市
整
備
事
務
所

　
（�
〈　

〉３
７
５
１
）

７１

安城の元気と笑顔と�
七夕まつり�

安城の元気と笑顔と�
七夕まつり�

～住宅耐震改修に伴う～�

固定資産税の減額措置の創設�固定資産税の減額措置の創設�

＜申し込み・問い合わせ＞
５月１０日�午前９時からスポーツセンター（�〈７５〉３５４５）へ。
（電話予約可）
＜スポーツセンターからのお知らせ＞
スポーツセンターでは、講座以外にも、様々なプログラムを実施してい
ます。また、自主グループで活動している団体もあります。詳しくは、
同センター（�〈７５〉３５４５）へお問い合わせください。

夏直前！今が運動を始めるチャンス！
　スポーツセンター講座

広報あんじょう　2006.5.1�
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●特　賞「安城の元気と笑顔と　七夕まつり」
　　　　　 村  上  正  雄 〈桜町〉

むら かみ まさ お

●入　賞「夏の夜に　光かがやく　ゆめまつり」
　　　　　 乾 

いぬい

　 光瑠 〈桜町小学校４年（応募時）〉
ひかる

　　　　「願いのせ　安城七夕　笹かざり」
　　　　　 丸  山 かな 枝 〈今池町〉

まる やま え

●特別賞「安城の　未来をつくる　夢まつり」
　　　　　 西  田  遥  香 〈安祥中学校２年（応募時）〉

にし だ はる か

問い合わせ�商工課

　���������	
��������
������������	
��������

�����
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●申告の仕方　改修後３か月以内に、現行の耐震
基準に適合した工事であることの証明書を「固定
資産税（耐震基準適合住宅）減額申告書」に添付し、
市税課へ　※申告書は同課で配布。なお、証明書
の発行主体は、建築士などです。
●減額期間
　平成１８年から２１年までの改修�３年間
　平成２２年から２４年までの改修�２年間
　平成２５年から２７年までの改修�１年間
問い合わせ�市税課

持ち物費用／集合場所・時間対象／定員とき／ところ講座名

運動のできる服装、
室内用シューズ、
タオル、飲み物
（ペットボトル入り）

※教室終了後、希
望者にはトレーニ
ングルーム初回説
明会を実施。（未登
録の人）

各回ごとに施設使用料が必要／
開始時間１５分前に２階ロビー

１８歳以上の
女性／１０人

６月１日～２２日の毎週
木曜日（全４回）午後１
時３０分～２時３０分／エ
アロビクスルームほか

暑さに負けない
カラダづくり教室
有酸素運動などで体力アップ
をはかり、夏バテ予防をしま
しょう

初回説明会の受講希望者のみ施
設使用料が必要／開始時間１５分
前に１階ロビー

１８歳以上／
１０人

６月３日�・１０日�
（全２回）午前１０時～１１
時／アリーナ

やってみよう！
市民スポーツアワー
レクリエーションスポーツ
（３日：バドミントン）
（１０日：ポートボール）

水着、水泳帽子
各回ごとに施設使用料が必要／
開始時間１０分前にプール内本部
室前

１８歳以上／
２０人

６月３日�・１７日�
（全２回）午前１１時～正
午／２５ｍプール

夏到来！アクア
エクササイズ体験会
２回の水中運動を通して全身
の引き締めを目指します



成　

年
１
月
２
日
以
降
に
安
城
市

１７
に
転
入
し
て
い
る
人
の
み
）

�
平
成　

年
１
月
２
日
か
ら
平
成

１７

　

年
１
月
１
日
ま
で
に
転
入
し
た

１８人�
平
成　

年
度（
平
成　

年
分
）

１７

１６

の
も
の

�
平
成　

年
１
月
２
日
以
降
に
転

１８

入
し
平
成　

年
４
月
ま
た
は
５
月

１８

か
ら
受
給
開
始
と
な
る
人�
平
成

　

年
度（
平
成　

年
分
）・
平
成　

１７

１６

１８

年
度（
平
成　

年
分
）の
も
の

１７

�
平
成　

年
５
月
１
日
以
降
に
転

１８

入
し
平
成　

年
６
月
か
ら
受
給
開

１８

始
と
な
る
人�
平
成　

年
度（
平

１８

成　

年
分
）の
も
の

１７
⑤
別
居
監
護
申
立
書（
養
育
し
て

い
る
児
童
と
別
居
し
て
い
る
場
合
）

※
市
外
で
別
居
し
て
い
る
場
合
は

児
童
の
い
る
世
帯
全
員
の
住
民
票

も
必
要
で
す
。

必
要
で
す
。

●
い
つ
手
続
き
を
す
れ
ば
い
い
の
？

　

平
成　

年
９
月　

日�
ま
で
に

１８

２９

申
請
を
受
け
付
け
し
た
も
の
に
限

り
特
例
的
に
４
月
１
日（
ま
た
は

支
給
要
件
に
該
当
し
た
日
）に
さ

か
の
ぼ
っ
て
支
給
さ
れ
ま
す
。
こ

の
特
例
は
、
年
齢
拡
大（
小
学
４

〜
６
年
生
）及
び
平
成　

年
度
所

１７

得
制
限
で
受
け
て
い
な
い
人
の
み

の
適
用
で
す
。

※　

月
１
日
以
降
の
申
請
及
び
年

１０
齢
拡
大
・
平
成　

年
度
所
得
制
限

１７

で
受
け
て
い
な
い
人
以
外
は
、
申

請
月
の
翌
月
か
ら
の
支
給
に
な
り

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

●
申
請
に
必
要
な
も
の
は
？

①
認
め
印

以
下
の
②
〜
⑤
は
、
現
在
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
な
い
人
の
み
必

要
で
す
。

②
請
求
者
名
義
の
預
金
口
座
の
わ

か
る
も
の（
郵
便
貯
金
を
除
く
）

③
健
康
保
険
証（
カ
ー
ド
様
式
の

場
合
は
請
求
者
本
人
の
も
の
）、

（
厚
生
年
金
・
共
済
年
金
加
入
者

の
み
）

④
児
童
手
当
用
所
得
証
明
書（
平

児
童
手
当
が
改
正
さ
れ
ま
す
〈
手
続
き
は
お
早
め
に
！
〉

●
児
童
手
当
の
支
給
を
受
け
る
に
は
？

　

今
回
の
改
正
で
新
た
に
対
象
と

な
る
児
童
が
い
る
人
は
申
請
書
を

提
出
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
提

出
さ
れ
た
申
請
書
は
、
審
査
の
う

え
結
果（
認
定
・
却
下
）を
通
知
し

ま
す
。（
公
務
員
の
人
は
勤
務
先
で

申
請
し
て
く
だ
さ
い
）

　

な
お
、
児
童
手
当
は
申
請
が
な

い
場
合
や
所
得
が
一
定
額
以
上
あ

る
場
合
は
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
。

小
学
５
・
６
年
生
の
児
童（
平
成

６
年
４
月
２
日
〜
平
成
８
年
４
月

１
日
生
ま
れ
）�
現
在
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
人
は
認
定
請

求
、
既
に
児
童
手
当
を
受
給
し
て

い
る
人
は
額
改
定
請
求
が
必
要
で

す
。

小
学
４
年
生
の
児
童（
平
成
８
年

４
月
２
日
〜
平
成
９
年
４
月
１
日

生
ま
れ
）�
平
成　

年
３
月　

日

１８

３１

ま
で
、
当
該
児
童
に
係
る
児
童
手

当
を
受
給
し
て
い
る
場
合
は
改
め

て
手
続
き
を
す
る
必
要
は
あ
り
ま

せ
ん
。（
児
童
手
当
は
４
月
以
降
も

引
き
続
き
支
給
さ
れ
ま
す
）

こ
れ
ま
で
所
得
制
限
で
児
童
手
当

を
受
給
し
て
い
な
い
人�
平
成　
１７

年
度
所
得
制
限
で
児
童
手
当
を
受

給
し
て
い
な
い
人
は
認
定
請
求
が

問
い
合
わ
せ
▼
児
童
課

�広報あんじょう　2006.5.1

■
改
正
内
容

①
児
童
手
当
の
支
給
対
象
年
齢
が
小
学
３
年
生
ま
で
か
ら
小
学

　

６
年
生
ま
で
に
拡
大

②
所
得
制
限
額
が
緩
和（
左
表
参
照
）

■所得制限額表（制限額未満が支給対象となります）

【特　例　給　付】
厚生年金・共済加入の人

【児　童　手　当】
国民年金加入・年金未加入の人

扶養親族数
（配偶者控除
含む）

所得制限額※所得制限額※

５，４００，０００円４，６８０，０００円０人

５，７８０，０００円５，０６０，０００円１人

６，１６０，０００円５，４４０，０００円２人

６，５４０，０００円５，８２０，０００円３人

６，９２０，０００円６，２００，０００円４人

７，３００，０００円６，５８０，０００円５人

１人増すごとに３８万円加算１人増すごとに３８万円加算６人以上

（扶養親族数は税法上の扶養人数に控除対象配偶者を加えた人数です）
※給与所得のみの人は、源泉徴収票の「給与所得控除後の金額」と比較してください。
※確定申告された人は、確定申告書（控）の次の金額と比較してください。
　・確定申告書Ａで申告→所得金額合計欄「合計⑤」
　・確定申告書Ｂで申告→所得金額合計欄「合計⑨」

　嘉永７年とい
いますからペリ
ー提督が浦賀に
やってきた翌年
のことです。そ
の年の１１月４日
朝、遠州灘東部
でマグニチュー

ド８．４の大地震が発生しました。この地震で伊豆半
島から伊勢志摩、北は越前、加賀までの広範囲にわ
たる地域で大きな被害が出ています。
　この被害については諸説がありますが、『愛知県災
害史』によれば倒壊・流出家屋８３００戸、焼失６００戸、
圧死者３００余人、流出者３００余人となっています。
　もちろん衣浦東部（碧海郡）の地震被害も甚大なも
のでした。特に家屋の倒壊や液状化の影響が深刻で、
知立では２０％ほどの家屋が被害を受け、刈谷では中
石新田が壊滅、碧南では前浜新田が地盤沈下しまし
た。
　安城の被害については、安城市史に次のように記
載されています。
《上条・桜井村では、居宅が倒れるようなことはな
かったが、破損はおびただしく、本田のうち小川村
福地向は液状化現象によって荒所ができたところも
かなりある》
《大浜茶屋では中根源六の居宅の座敷向・勝手とも

に大破となり、同村では大破の家が多かったとされ
ている》
《榎前村は、村の東側の堤が十三か所で切れたりめ
り込んだりする被害を受け、橋も一か所破損し、住
家も一軒倒れた》
　こういった記述から、わたしたちの町でも大きな
被害が出たことがわかりますね。
　東海地震は江戸末期に起きて以来、すでに１５０年
間の沈黙を守っています。これが東海地震はいつ起
きてもおかしくないと言われる 所  以 です。

ゆ えん

　歴史に何度も刻まれた大地震、郷土の歴史に生々
しく記された大災害、東海地方の沖で発生する地震
は、必ずこの地方に大きな被害をもたらします。そ
のことをしっかりと認識し、不断の注意を怠りなく、
来る大地震に万全の備えをしておきましょう。

災害情報をいち早くお知らせします
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月
２
日�
・

　

日�
・　

日�
午
前

１６

２３

９
時
〜
午
後
３
時

●
と
こ
ろ　

市
役
所
北

庁
舎
１
階
相
談
室

●
相
談
員　

総
務
大
臣
か
ら
委
嘱

さ
れ
た
行
政
相
談
委
員〈
敬
称
略
〉

長
谷
部 
良 
行
   
（
桜
井
町
／�
〈　

〉

よ
し 
ゆ
き

９９

２
３
１
５
）、大
見 
智 
子
   
（
新
明
町

と
も 
こ

／�
〈　

〉３
３
２
２
）、�
見 
加  
代 

か 

よ

７６

子
   
（
今
本
町
／�
〈　

〉０
８
０
１
）

こ

９８

■
常
設
相
談
窓
口

●
中
部
管
区
行
政
評
価
局
首
席
行

政
相
談
官
室
／�
　
〈　

〉７
４
１

０５２
９７２

９
／
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジh

ttp
://w

w
w
.s
o
u
m
u
.g
o
.jp
/ka
n
ku
/c

h
u
b
u
.h
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l

／
メ
ー
ル（
行
政
苦

情　

番
）

１１０
c
yb３２

＠
s
o
u
m
u
.

１１０

g
o
.jp

●
行
政
苦
情　

番
／�
０
５
７
０

１１０

〈　

〉　
０９０
１１０

●
名
古
屋
総
合
行
政
相
談
所
／�

　
〈　

〉４
５
２
２

０５２
９６１

今
月
は「
さ
わ
や
か
行
政
サ
ー
ビ
ス
推
進
月
間
」

　
　

日
〜　

日
は「
春
の
行
政
相
談
週
間
」
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